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〈更　The　Man　That　Corrupted
　　Hadleyburg”について
前　田 豊見
　tC　The　Innocent・4broad”の成功後，収益の大部分が出版社の手にわた
り，筆者の手にわたる金が少いことを不満に思ったトゥェインが甥の
Charles　L　Websterと二人で出版社を設立したのは1885年のことであっ
た．
　最初に出版したt㌧Adventures　of　Huckleberry　Finn”とtCMemoirs
of　Ulysees　S．　Grant”の企画は大成功を収めた．後者はすく・にベストセ
ラーになり，1886年2月にグラントとトウェインが入手した利益は合計60
万ドル以上にのぼった．
　この当時，’t　lt　seems　to　me　that　whatever　l　touch　turns　to　gold．”1）
と述懐したと伝えられている．
　出版事業の成功に気をよくしたトウェインは種々雑多な事業に手をのば
し，次の5年間殆んどペンをもつことはなかった．c㌧A　Connecticut　Yank・
ee　in　King　Arthur’s　Court”を「白鳥のうた」にする気持になった時も
あった．
　ところが，この出版事業は，1887年に6ケ国語で出版したttLife（ゾ
PoPe　Leo　XIII”以後次第に，不振に陥りその上，彼が投資したあらゆ
る発明や事業は期待した金の卵をうんではくれなかった．
　とりわけ，財政上の命とりとなったcc　Paige　type－setting　machine”に
は1885年から投資をはじめ，20万ドル近くを無駄につぎこむことになる．
c㌧AConnecticut　Yankee”，　c（　The　American　Claimant”，　ttPudd’nhead
肪1soπ”と原稿料の高いくコズモポリタン〉に掲載した作品の収入はす
べてこの機械がのみこんでしまう．
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　その結果，ハートフォードの豪壮な邸宅での生活が維持できなくなり，
生活費節減のため，一家は1891年6月からヨー一　Pッパでホテル住いをせ
ざるをえなくなり，二度ともとの家には戻れなかった．それと同時に，
璽℃olden　Touch”を誇ったトウェイソの最も幸福な時代も終りをつげた．
　1894年4月にCharles　L．　Webster　and　Companyは倒産し，その直後
に，最後の希望を託していたペイジ植字機も完成の望みがないことが判明
する．その4月18日，59才になったトウェインは破産状態に陥り，妻の財
産も失い，文字どおりの一文なしになる．僅か数年前にはペンに別れをつ
げようとした彼はこの時，
　　”Farewell－a　long　farewel1－to　business！
　　Iwill　never　touch　it　again！
　　1■ill　live　in　literature，＿．．．I　will　swim　in　ink！2）
と今度は妻の手紙で決心を語っている．
　19万ドルに達する巨額の負債を独力で返済するため，一度は折ろうとし
たペンに頼り，同時に，終生もどらぬ決意をしていた演壇にも立たねばな
らなかった．世界講演旅行に出発したのは1895年8月23日．この旅行は約
1年を要しロンドンで終る．
　この講演旅行の収益，それを紀行文としてまとめたtCFollowing　the
Equator”，　Voαηof・Arc”の収入により負債の返済が完了したのは1898
年のことであった．
　tc　Mark　never　worked　harder　than　he　did　during　this　period
following　his　freedom　from　debt．　There　were　many　false　starts，
but　not　all，　for　two　of　his丘nest　pieces　were　produced　that　win・
ter．，，3）
とE．Hudson　Longと述べているように，1896年8月18日に失った娘
Susyの死の悲しみをまぎらすために，ひたすらまとめたtSFollowing　the
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Equator”をはじめ，資金調達のために書かざるをえなかった”A　Con－
necticut　Yankee”，　tC　The　American　Claimant”，（tPudd’nheαd　Wilson”
の場合とは異なり，十数年ぶりに，純粋に創作の喜びにひたれた時期であ
ったようだ．
　この時期，一家は，娘のクララにピアノを習わせるために，ウィーンに
住んでいた．トウェインは毎日夕方5時まで規則正しく執筆し，5時以後
は大勢おしかけてくる訪問客とともに過した．あまり大勢の客がおしかけ
てきたので，
　｛t　During　8　years　now，　I　have丘lled　the　post－with　some　credit，
Itrust－of　self－appointed　Ambassador　at　Large　of　the　U．　S．　of
America－without　pay．”4）
とこぼしたほどだった．
　暗い事件がひきつづいておこった晩年期の不幸の中休み，インディァ
ン・サー？・一一のような時期であった．
　「この時期にうみだされたふたつの作品」とはtt　The　Mysterious　Stran・
ger”とt｛　The　Man　That　Corrupted　Hadleyburg”である．
　前者は4種類の原稿が存在し，実際にはいずれも未完成に終っている
が，後者は1900年6月にtC　The　Man　That　Corrupted　Hadleyburg　and
Other　Stories　and　Essays”として・・一パー社から出版された．
　このような背景で書かれた作品が作者のこの時期の人生体験を生々しく
　　　　　　　　　　　　　　かね反映しているのは当然であり，　「金」が人間に与える影響とか，突如人
間に襲いかかってくる不条理な不幸，のような問題が止めようもなくペン
からほとばしりでてくる．
　tcHadleyburg”をMaxwell　Geismarが㌔n　important　precursor　to
c“she　Mysterious　Stranger”in　the　dark　vein　of　Mark　Twain’s　later
fables”5）として評価しているように，この作品には晩年のトウェインの
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文学の主題が，深刻な人生体験を反映しながら，結晶している．
　　このふたつの作品は，かつて絶筆としようとした「コネティカット・
ヤンキー」と同じパターンを持っている．それは，突然何の前ぶれもな
くやって来て，そこに住んでいる人間達の生活を破壊していく不吉な
cc@mysterious　stranger”のパターンであった．
　何十年か前に，ハドリバーグという町があった．この町は近隣のどの町
よりも誠実で高潔な町であり，その名声はあまねく知られていた．
　しかし，不運にも，この町はある時，通りすがりの，意地の悪い，執念
深い他国の人間を怒らせてしまった．この男はハドリバーグの住人全部を
傷つけられるような復讐計画をたてる．
　彼はこの町に戻って町の人々と彼らの人間関係を研究した結果，ある結
論をえる．それはこの町の住民のような単純な人間は非常に弱いもの，
　「まだ火の中でためされたことのない美徳のようなもの」であるので，彼
らの美徳こそ最大の弱点だということだった．
　半年後の夜，彼は老年と貧乏におびやかされているハドリバーグの銀行
の出納係り，リチャーズの家を訪問する．
　留守を守っていたリチャーズ夫人に，噛以前，一文なしになってこの町に
辿りついたばくち打ちの自分に忠告の言葉とともに，20ドル恵んでくれた
恩人を，「公示，又は秘密調査」によって探しだし，4万ドルの金貨をわ
たしてほしい旨を書いた手紙と金貨の入った袋をあづけていく．
　見知らぬ男の依頼の内容を知ったリチャーズが「おれたちは金持になっ
た．この金を埋めて，手紙を燃せばいいのだ」と冗談めかして叫んだ時，
計画は成功にむかっていた．この作品はGeismarの言う・・a　brilliant
study，　psychological　and　social，　of　the　influence　of　money　upon　the
human　spirit，　or　of　the　prevalence　of　greed　in　the　human　tempera．
ment　when　confronted　by　temptation”6）なのである．
　彼の依頼は，自分の手紙を土地の新聞に公表して，自分がその恩人だと
申しでたい人は30日後に忠告として与えた言葉を封印して提出し，バージ
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エス神父に金貨の袋を開いて頂き，その中に同封してある忠告の言葉と照
合して証明したうえで，4万ドルを受取ること，ということだった．
　リチャーズが，依頼にしたがって，町の新聞主筆コックスにこの手紙を
渡して家に戻ってきた時，リチャーズ夫妻も，コックス夫妻も，同じ誘惑
にかられる．
　しかし，二組の夫婦は秘密を闇に葬って4万ドルを自分たちのものにし
ようとして失敗する．
　tt．．．．．．it’s　been　one　everlasting　and　train量ng　and　training　in
honesty－honesty　shielded，　from　the　very　cradle，　against　every
possible　temption，　and　so　it’s　arti丘cial　honesty，　and　weak　as　water
when　temptation　comes，　as　we　have　seen　this　night．　God　knows
Inever　had　shade　nor　shadow　of　a　doubt　of　my　petri丘ed　and
indestructible　honesty　until　now＿＿：Iam　a　humbug，　and　I’ve
been　one　all　my　life，　without　lmowing　it．　Let　no　man　call　me
honest　again－I　will　not　have　it。”7）
　というマリー・リチャーズの告白には心正しい者だけが持つ苦悩の響き
があふれている．にもかかわらず，彼女は見知らぬサタンの仕掛けた罠に
おちる．あらかじめ「決定している」かのように．
　翌日このニュースを知らされた町中の人々が願ったことは「4万ドルの
価値のある言葉」を知ることであった．ここからトウェインの好きなドタ
バタ喜劇の要素が導入される．
　トウェインの創りだしたサタンはここで更に被害者をのっぴきならない
苦境に追いこむ罠を用意する．
　バージェス神父に申しでる30日後の金曜日が近づくにつれて，町の評判
が高まった喜びより，例の言葉を知りたい気持が町中の人々の心を支配す
る，
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　この時期を見はからって，リチャーズ夫妻をはじめ，ハドリバーグを代
表する19人に，この手紙を受けとった当人が問題の金貨を受取れるもっと
もな理由と，証拠となる忠告の言葉を知らせた手紙がとどけられる．
　手紙は忠告と20ドルが与えられたその場に居あわせた第三老からとどい
た形式になっている。それによると，故人のグッドソンが問題の人物であ
り，この手紙の差出人はグッドソンの所に厄介になっていたことになって
いる．グッドソンはこの町の殆んどの人間に好意をもっていないが，この
手紙の受取人には大きな恩義をうけたことがあるので，財産ができたらぜ
ひ贈りたいといっていた．だからこの金を受けとる資格があると書いてあ
る．19人に知らされた証拠の言葉はそれぞれ少しつつちがったものだっ
た．
　手紙を受けとった19人がグッドソンにしてやった（本当は何もしてはい
ない）善行は何であったか考えだしていく過程が辛辣なユーモアをこめて
画かれている．
　この部分では嘘を真実につくりかえてしまう人間心理のメカニズムが精
密に分析されている．
　ありそうもないこと，起りそうもないことを如何にもありそうに，起り
そうに語る「語り口」を生命とするtall　taleの伝統の嫡出子であるトウェ
インは嘘がキリスト教の倫理の中で，どのようなプロセスで正当化される
のかということに興味をもっていた．この作品では嘘は一度人間の内面を
通過するプロセスでいつの間にか「真実」の衣を着ていく．
　リチャーズの場合にはその善行は，生涯独身で死んでいったグッドソン
が一度結婚しようと考えたことがある女性に黒人の血が流れていることを
発見してやった（仮空の事実）に辿りつく．
　彼は長い間，その辺の細い事情と取りくみ，長い間放置されていだので
記憶の隅に置き忘られていたにちがいない関連事項を思いだしたような気
がした．黒人の血統についての発見をしたのは自分であり，町の人がそれ
をグッドソンに話したことも覚えているような気がしてくる．
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　つまり彼は自分の行為の本当の価値を知らないでグッドソソに善行をし
たわけで，グッドソソはその価値を知っていたのだ．
　，“　lt　was　all　clear　and　simple　now，　and　the　more　he　went　over
it　the　more　luminous　and　certain　it　grew；and　at　last，　when　he
nestled　to　sleep　satis丘ed　and　happy，　he　remembered　the　whole
thing　just　as　if　it　had　been　yesterday．　In　fact，　he　dimly　remem．
bered　Goodson’s　telling　him　his　gratitude　once．”8）
　リチャーズが一晩がかりであらゆる可能性を探ってやっと自分の善行を
発見できた同じ時刻に，他の18人も同じ努力をして，それぞれ大骨折で善
行の発見に成功した．　　　　一
　この部分は㌔brilliant　section　of　the　story　on　the　endless　processes
of　human　rationalization”9）であり，　tc　the　continuous　and　unconscious
process　of　self－deception”10）についてのすぐれた研究でもある．トウェ
インはこのメカニズムを持つ人間を否定しているわけではない．彼がそう
するのはそのようにあらかじめ㌔rdered”されているのだから．もちろ
ん同情しているわけでもない．自分も含めて，全て人間はtt　the　damned
human　race”なのだから．
　冒頭の章でかんたんに述べたように，貧しい家に生れたこの作家の一生
は金に振りまわされた生涯といって差しつかえなかろう．
　この作品を書いていた時の平和な生活でさえ，20万ドル近い負債返済の
ための血のにじむような苦斗のすえにえたものであったから，「金」の持
つ恐ろしい魔力は巧まずして迫力をもってくる．
　19人の夫たちが，4万ドルを手に入れるためにそれぞれcc　self－decep－
tion”に熱中している間に，その妻はどれも手に入る予定に今やなってき
た大金の使い途をその隣で考えている風景は当時の社会風俗の戯画化でも
ある．
　やがて，町の建築業者にはたった1日で10件の仕事がまいこむし，ウィ
ルソン夫妻のように仮装舞踏会を計画するものもでてくる．とらぬ狸の皮
算用からでた浪費は次第に猛烈に無謀になっていく．信用買いで，土地，
抵当物件，農地，思わく株，衣裳，馬を買いこんだり，10日先のツケでい
ろいろの品物を買いこむものもでてくる．
　このような過熱した浪費や投機にみられる人間の物慾こそトウェインが
㌔orruption”として辛辣な批判の対象としたもので，同じ作品集に収め
られている｛c　The　Esquimau　Maiden’s　Romance”ではさらに深刻な問
題を提起している．
　とにかくtt　mysterious　stranger”の計画は着実に効果をあげて，人々
の心を㌔orrupt”していく．
　30日後のその日が近づくにつれて，バージェス神父の手許には「4万ド
ルの忠告」の入った封書が19通集る．
　当日，公会堂はこの町の人々はもちろんのこと，近隣の町からおしかけ
た見物人，新聞社の特派員，報道関係者で立錐の余地もない．
　壇上の金貨の袋には見物人の物慾しげな眼がそそがれる．19組の夫婦は
満足そうな顔で自分のものになるそれを眺める．このグループの夫達がや
がて述べるはずの感謝のスピーチを頭の中でくりかえしたり，謝辞の原稿
をとりだしては眺めている風景のディティルにはこの作者独特のユーモア
と調刺がこめられている．
　こうした入念に作者が考えだした舞台設定の中で，トウェインの好きな
ドタバタ喜劇はクライマックスをむかえる．
　群集の注目をあびつつ，封書を1通，とりだした神父は忠告の言葉と差
出人の名前を読みあげる．読みあげられたビルソン司祭補の名前に対して
拍手喝采ではなく，
　tt　Billson！．　oh，　colne，　this　is　too　thin！　Twenty　dollars　to　a
stranger－or　anybody－Billson！tell　it　to　the　marines！”11）
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という嘲笑と侮蔑であった．リチャーズ夫人の，この町が実は㌔mean，
ahard，　stingy　town，　and　hasn’t　a　virtue　in　the　world”12）であるとい
う告白は，隣人に対するこの強烈な不信によって立証される．
　このt“　the　damned　human　race”をびっくり仰天させる事件がここで
起る．
　ビルソンと同時に，名前を聞きまちがえた弁護士のウィルソンが立ち上
ってしまった，更に神父のポケットからウィルソンの差しだした忠告の言
葉もでてきたから，会場は収拾のつかない大騒ぎになる．
　どちらがハドリバーグの名誉をけがした不正直者か判定するために，袋
の中の手紙が読みあげられる．
　その手紙の前半の文句はウィルソンの言葉と一致するのだが，そのあと
に続く悪意のこもった表現に皆どぎもをぬかれる．それには”Go，　and
reform－or，　mark　my　words－some　day，　for　your　sins，　you　will　die
and　go　to　hell　or　Hadleyburg－TRY　AND　MAKE　IT　THE　FOR．
MER．”エ3）という「落ち」がっいていた．
　当惑と爆笑の渦の中でウィルソンは，窮地を得意の弁舌で切りぬける．
　tt　There　is　nothing　in　the　world　like　a　persuasive　speech　to
fuddle　the　mental　apparatus　and　upset　the　convictions　and　de．
bauch　the　emotions　of　all　audience　not　practised　in　the　tricks
and　delusions　of　oratory．”14）
　tall　taleの「語り口」のおかげで手に入れた富を，次々と訪れてくる山
師の口車にのせられ失ったトウェインは実体のない言葉の魔術の恐しさを
身にしみて悟っていたにちがいない．
　Albert　Bigelow　Paineは’t　his　greatest　short　story”で｛t　The　mech－
anism　of　the　story　is　perfect，　the　drama　of　it　is．．．＿supreme　in　ar．
tistic　triumph．”15）と手放しで絶讃しているが，次の部分は｛t　perfect”で
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あるとは考えられない．
　ウィルソンの自己弁護が認められて，彼が金貨の受取人に決定しかけた
段階で，バージェス神父は全部の封書をまだ開封し終えていなかったこと
に気づく．
　第2章は，神父が手許に19通の封書が集っていることに気づく所で終っ
ていたから，第3章の公会堂の場面でこのような開封の仕方をすることは
当然，不自然といわなければならない．
　しかし，神父が3通目の手紙をとりだしたあとのシーンにおける作者の
重点がどこにあるかを考えると，何故トウェインがこのような犠牲をはら
ったのか理解できる．
　手許に集った手紙を想いだした神父が3通目の手紙をとりだして，その
内容と署名を読みあげた時，「伏魔殿の魔物が一度にとびだしたような大
騒ぎ」になり，やがて，高見の見物をしていた連中は大喜びをして，涙が
こぼれるまで笑いこけるのだった．
　以後，次々とポケットから封書がとりだされ，忠告の言葉が読みあげら
れるたびにオペラ「ミカド」の一節にあわせた即興の替えうたで，会場は
一斉に唱和して万才を三唱する大騒ぎになる．
　このドタバタ喜劇のパターソこそトウェインが殆んどあらゆる作品に，
構成上のconsistenCyを無視してまでも，持ち込まなければ気の済まなか
ったものだった．この大騒ぎは｛｛　myster　ious　stranger”の手紙の追申の
部分が読みあげられて，さらにどんでん返しがあって，深刻かつ滑稽なク
ライマックスに達する．
　それによるとは忠告の言葉も，20ドルのほどこしも，一文なしのぼくち
打ちも存在せず，さらにこんなたちの悪いイタズラをした理由が説明して
あった。袋の金貨も鉛にメッキをしたニセ金貨であった．
　会場からの提案で，この金を盗もうとしなかった唯一の正直な人物，リ
チャーズ夫妻にこの金貨を競売した売り上げがおくられることに決定す
る．
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　他の18人と同じように，リチャーズも忠告の言葉を提出していたのだ
が，バージェス神父がそれを故意に公開しなかったのだ．神父は以前，無
実の罪を着せられて町でリンチにかけられそうになった時，リチャーズに
救われたことがあったので，ここでその恩返しをしたのだ．
　ドタバタ喜劇はここで終り，倫理的な主題が前面におしだされる．
　例の他国者は会場で自分の書いた狂言の成行を見ていたが，リチャーズ
老人だけは，予想を裏切って，㌔orrupt”しなかったものと誤解して，そ
の報いに，彼に与えられる金額をせり上げる．
　彼は骨董品の投機師をよそおって，ニセ金貨をセリ落し，リチャーズ夫
婦の“t　invulnerable　probity”に対して1万ドルをおくると発表する．
　トウェインは第4章をやりきれなくなるような深刻な結末でしめくくっ
ている．
　他の18組の夫婦が倫理的制裁を受けている間，リチャーズは恐怖に耐え
られず，何度か立ちあがって告白しようとするが，（c　circumstances”の力
に圧倒されてそのたびに機会を失う．その結果，告白できなかったうえ，
幸か不幸か手紙が公表されなかったため，皮肉なことに，ハドリパーグの
唯一の誇りにされてしまう．
　帰宅した二人がかわす会話
　ヒ璽Do　you　thillk　we　are　to　blame，　Edward－much　to　blame　P”
　くWe－we　couldn’t　help　it，　Mary．　It－well，　it　was　ordered．　All
things　are．”16）
はマーク・トウェインの内面で対立するMoralist対Determinismi7）の
対立を示めす．
　翌朝，かすかに見覚えのある男が，彼らに1万ドルではなく，4万ドル
の小切手と手紙をもたらす．（会場で彼はハークネス氏にこの金額でニセ
金貨を売り渡した）それは見知らぬ男からの率直な謝意と夫妻の清廉潔白
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さに対する賞讃の手紙であった．二人には彼の言葉が「火で書かれた文
字」のように感じられる．
　つづいて神交から旧恩を感謝する手紙がとどく．
　ところが，この感謝はリチャーズには値いしないことを本人だけしか知
ってはいない．彼は神父が無実であることを知っている唯一の人物なのだ
が，激昂している町の人々に真実を知らせる勇気がなかったため，皆にか
くれてリンチ計画を事前に神父にもらして彼の命を救った．彼は逆に神父
に負い目があった．そのために，今度の恩返しで彼の精神的負担は更に大
きなものになる．
　二人は自分たちの犯した罪をあきらめようとするのだが，罪の発覚する
可能性は，罪を犯した時より，はるかに強烈な恐怖を伴って二人をおびや
かしはじめる．
　外見上はこれまでと少しも変らない日常生活は際限のない猜疑心に満ち
た地獄にかわる．これまでは居眠りしながら聞きすごせた毒にも薬にもな
らない説教が，町中の人々の眼が，二人の罪をとがめだてしているように
感じられて，かつての心の安らぎはもうない．
　夫妻はやがて不安が高じ，錯乱状態のうちに亡くなる．
　二人が死の間際にもらした言葉が伝わり，ハドリバーグの唯一の誇りも
消えうせる．町は町名を変更して，再び誠実な町にもどる．
　ハドリバーグの町は物質的誘惑に対する人間の反応を実験する実験室の
役目を果している。
　この寓話の町は，この作品の中では具体的な背景を与えられてはいない
が，19世紀中頃の地方の小さな町の典型なのだ．その偏狭さ，独善性，エ
ゴイズム，等，人間のもつ弱点を全て具えている意味においても．公会堂
を埋めつくした群集はトウェインのcc　the　damned　human　race”なの
だ．彼らはG．C．　Bellamyがtt　The　unholy　glee　with　which　tthe
house’chants　its　sardonic　joy　at　the　unmasking　of　the　c　Nineteeners’
eachoes　through　what　is　in　itself　an　adolescent　voice　of　judgment，”17）
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と批評しているように，この作品においてはtt　devine　justice”を代表す
るものである．
　かつて，ミシシッピー流域の南部諸州の町を，ハック・フィンの客観的
な眼で眺めたトウェインの哲学は変化している．
　「ハック・フィンの冒険」の二つのリンチの場面に登場している群集と
ハドリバーグの公会堂に集った人々とその描写のちがいを比較するとその
変化は明瞭である．
　リンチの場面やボッグズ老人の射殺場面でハックに吐き気をもよおさせ
た群集はここには登場しない．
　“tNineteeners”がtt　FortY－Niners”のもじりであり，それが，「金に愚
かれた人間」を象徴していることは明らかである．
　「コネティカット・ヤソキー」のハンク・モーガンのt｛　training”理論
が中世という環境の前では無力であったように，この町のt“　trained　hon・
esty”は外部からやってきた誘惑の前に敗れる．　ct　corruption”に成功し
たtt　mysterious　stranger”は悪意ある「環境の力」を象微している．
　”　VVhat　is　Man”にやがて結実する決定論でel　”no　one　can　be　blamed
since　the　chain　of　circumstances　holds　him　fast　in　a　plan　determined
by　a　vindictive　God．”18）なのだし，人間はただの「自動機械」にすぎず，
人間の道徳性，自由意志は完全に否定されている．
　リチャーズ夫妻の狂死は，モラリストとしての思考と決定論的思考の間
を揺れ動きつつやがて決定論に収敏していくトウェインの哲学の振幅を示
めしている．
　誘惑に直面したリチャーズ夫人がもらす咳き，
　tt　God　forgive　me－it’s　awful　to　think　such　things－but＿＿Lord，
how　we　are　made－how　strangely　we　are　made；”19）
こそtt　vindictive　God”に翻弄されて，良心の呵責にさいなまれ，つい
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に救われることなく死ななけれぽならぬ，憐れな「人間」の悲痛な訴えで
あり，自分の人生に連続する不幸を未だ決定論で割り切ることができなか
ったマーク・トウェインの嘆きでもある．この人間の声は，以後の作品で
は暗黒の決定論の中にのみこまれていく．
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